
三の丸

崩落の危険なし。落し積あり。算木積 (高)。 シノギ (低 )

略 図

ょ漁彰,D′ ギ)

十<Bお酪 き,

努(絵η

小松山城跡

出角・シノギ(低 )

天端 106          下端 125

456  最高点位置 右

左 014           右 0.28

打込ハギ・乱積一部落し積

破損の要因と破損状況
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石垣番号 kn4 035 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        三の丸

石垣部位
古
〒 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 出角・シノギ(低 )

左 |す り付け

石垣延長 天端 9,30         下端 9.50

石垣高さ
左 0.10           右 1.87

最高 187  最高点位置 右

石垣勾配
左 000            右 0,14

最高地点 014

地盤状況 雨 落

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。シノギ (低 )

破損の要因と破損状況
図

蠣
～
レr3‐.争 1膠 ぃ

撃暫熾寧

―
… … …

m

左変曲点 右変曲点
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小松山城跡

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内

崩落の危険なし。

略 図

司次とカ

すり付け

天端 1280        下端  13.00

左 1.00           右 0.60

■00  最高点位置 左

0.10            ,雪  0.10

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 km 037 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 十        三の丸

石垣部位 櫓 台 石垣位置 骸当石垣は

、ヽ`

角の形状

右 入角 土 塀

左 1出角

石垣延長 天 端 下端

石垣高さ
左 699      右 140

最高 699  最高点位置 左

石垣勾配
左 030      右 0,20

最高地点 030

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ш期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。ソリあり。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

才えレLいろ

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 血 038 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名 十        二の丸

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に す

　

　

‐１
／
′

在

―
―
―
‐
―
十

Э
Ｉ‐
―‐
〃角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 1310         下端 16.65

石垣高さ
左 6.13           右 699

最 高 6.99 最高点位置 右

石垣勾配
左 0.30           右 030

最高地点 0.30

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。ソリあり。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

箪

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 ka1 039 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 十       二の丸

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

十
１

角の形状

右 1出角

左1出角

石垣延長 天端 460     下端 8つ0

石垣高さ
左 0.60      右 α13

最高 6.13  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.10            右 0130

最高地点 0.30

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危瞼なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

9 1 ? P I SIT

右変曲点
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石垣番号 血 040 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 十        二の丸

石垣部位 道 路 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形‖犬

右 1入角

左 1消滅

石垣延長 天端 10.20 下端 1040

石垣高さ
左 0。25           右 0.10

最高 1.00  最高点位置 左 3.55

石垣勾配
左 0,15            右 0.00

最高地点 040

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 左に生木入り込んでいる。崩落の危険なし。右端の樹木の根が石垣を抱く。

破損の要因と破損状況
図

ο鬱ム祥

臓ため線4Wたこt18く

・施工法等構造上の問題など
により、 ズレがみられる。

右変曲点
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石垣番号 la1 041 1地 区 名 1     小松山城跡 由輪名十        二の丸

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

′／
サ
日

―‐
日
中

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 28.10        下端 29.80

石垣高さ
左 040      右 0.16

最高 434  最高点位置 左 12.2

石垣勾配
左 0.10           右 0.00

最高地点 0.35

lh榔判★,昇 土 。斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ハラミ 。ズレ・ヌケ

構築年代 Ш期

危 険 度 B

特記事項 樹木 3本 あり。現在のところ崩落の危険なしだが、樹木の成長によっては危険あり。

破損の要因と破損状況
図

2J・ ′″け

崩舞軸 Iラミ

石垣天端の樹木の影響など
により、ヌケ、部分崩壊が
みられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、 アヽラミがみられる。

施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

右変曲点
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石垣番号 la1 042 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 十        二の丸

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天 端 2.55 下端 410

石垣高さ
左 354          右 040

最高 354  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.30           右 0,10

最高地点 0.30

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・天端にカケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。矢穴あり。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
図

コ 4争

施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 kly1 043 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪名十        三の丸

石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 1060         下端 1270

石垣高さ
左 6.33            右 369

最高 633  最高点位置 左

石垣勾配
左 035           右 025

最高地点 0.35

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好 。小ハラミ・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケ、小ハラミが
みられる。

左変曲点 右変曲点
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石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

下半分くらいのはみ出し。崩落の危険なし。算木積 (高 )

入角・岩につきあたる

天端 6.80         下端 9.80

最高 6.33  最高点位置

最高地点 035

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ハラミ、ワレがみ
られる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 km_045 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 十        三の丸

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

多ケ多デ
=

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 297 下端 297

石垣高さ
左 165           右 012

最 高 ■65  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.35           右 000

最高地点 0.35

地盤状況 山石

石材種別 野面石・割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 岩盤上にある低石垣 (左は櫓石垣81の基部を構成する)右は一石のみ。崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

球″Z密

｀``
汚鰤るチツ¢黎タマ

左変曲点 右変曲点
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石 垣 位 置 ∈亥当石垣は円内中心部に在する)

平成 3年修理。崩落の危険なし。露岩の組込。算木積 一局

略 図

自然岩につきあたり

天端 8.25          下端 865

3.66  最高点位置 右

打込ハギ。舌L積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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厩曲輪

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

崩落の危険なし。算木積 (高 )

略 図

こ浅ゝ

天端 3.25          下端 3.50

最高 3.64  最高点位置 右

打込ハギ・舌L積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 klal_048 1地 区 名 1     小松山城跡 由 輪 名 厩曲輪

石垣部位
古
子 石垣 位置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1樹根につきあたる

石垣延長 天端 1480    下端 1430

石垣高さ
左 0,75           右 0.50

最高 095  最高点位置 左 600

石垣勾配
左 右

最高地点 0.15

地盤状況 土・ 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。 登世のものか ?

破損の要因と破損状況
図

次な暮
海 1よ

`I、

3ぜ η

後せぬくぃむマ

式
玖 航

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 lua1 049 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位

角の形状

右 |その他

左|その他

石垣延長 天端 0.63         下端 090

石垣高さ
左  0。18           右 075

最高 0,75  最高点位置 右

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 000

地盤状況 土・平坦面

石材種別

石積工法 不明

石垣現状 全壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 全壊

特記事項 全壊。

破損の要因と破損状況
略 図

,、/承

罪粋舞諺ざみヽ1勅        m

/｀
ヽ

・全壊している。

全景写真 1
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石垣番号 k14050 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位 石 垣 位 置 (該 当石垣 は円内中心部 に在す る )

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 16.40        下端 1910

石垣高さ
左 050          右 747

最高 7.47  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00           右 0,25

最高地点 0.25

地盤状況 雨溝

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 今のところ崩落の危険なし。 4本の天端上の石が倒壊時は石垣崩落の恐れ。左端土塁跡石垣ズレ出し。算木積
(高 )

破損の要因と破損状況
図

梯 4‐4

1多宅ラ
`fみ

-5_      10m

箱込fギを4将う

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

全景写真 1
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厩曲輪

石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

崩落の危険なし。算木積 (高 )

略 図

サ〆ボれ、奮′、7ミ

小松山城跡

天端 3365        下端 336

左 702      右 234

打込ハギ・乱積

良好・小ハラミ

破損の要因と破損状況

ど
れ

な
ら

題
み

問
が

の
ミ
ヽ

上
ラ

造
ハ

構
小

等

ヽ

法
り

工
よ

。

施
に
る

左変曲点 右変曲点
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崩落の危険なし。算木積 (高 )

略 図

石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

f .“
。み懇Kお…

小松山城跡

入端 300         下端 2.90

3.30  最高点位置 右

打込ハギ。乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 bn 053 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左1出角

石垣延長 天端 7坐      下端 8.60

石垣高さ
左 330      右 370

最高 370  最高点位置 右

石垣勾配
左 020           右 020

最高地点 0.20

地盤状況 土・平坦面

石材種別 切 石

石積正法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 平成11年～12年右半修理。崩落の危険なし。算木積 (高 )。 露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
略 図

け11貿 2千 絡 耗帯笠露

釘

挺

全景写真 1

L
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石垣番号 km_054 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位
古
〒 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1自 然岩につきあたり

左 1出角

石垣延長 天端 435     下端 を

“
石垣高さ

左 3,70      右 245

最高 3.70  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.20           右 0.20

最高地点 020

地盤状況 岩

石材種別 切 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 平成H年～12年修理。崩落の危険なし。算木積 (高 )。 露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
略 図

右変曲点 全景写真 1
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石垣番号 kln 055 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位
古
予 石垣 位置 G亥当石垣は円内中心部に在する)

正
勒

角の形状

右 1自 然岩

左 1自 然岩

石垣延長 天端 300         下端 250

石垣高さ
左 2.60           右 260

最高 2.60  最高点位置

石垣勾配
左 0.25           右 0.25

最高地点 0.25

地盤状況 四石

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ハ ラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 全体的にハラミ出し。露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
図

カ

Ｔ

Ｉ

引

―

こ

２

~蜀
1ミ ヽヽラミミよ(

・露岩と築石面の不整合など
により、 ハラミがみられ
る。

左変曲点
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石垣番号 km_056 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位
音
７ 石 垣 位 置 (言亥当石垣は円内中 心部に在する)

夕

角の形1犬

右 1岩 につきあたり

左 1出角

石垣延長 天端 2.80         下端 2,70

石垣高さ
左 2.20           右 0.00

最高 220  最高点位置 左

石垣勾配
左 012           右 0,00

最高地点 0.12

地盤状況 石

石材種別 害噺雪

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 下部、ヌケ、ズレあり。崩落の危険なし。露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
図

岩盤と築石面の不整合など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中′さ部に在する)

80%崩壊。残存部は良好。露岩上に築造。

略 図

陶承わが,∵聖で`

天端 620         下端 670

左 150           右 220

最高 220  最高点位置 右

左 020           右 012

最高地点 0.12

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

・露岩と築石面の不整合など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 k140581地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位 その他 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け 。岩に突き当て

左 1出角

石垣延長 天端 29.6          下端 30.20

石垣高さ
左 3.80           右 150

最高 471  最高点位置 右 4.60

石垣勾配
左 0,10           右 0.20

最高地点 0.20

地盤状況 土 。平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・ズレ・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 岩盤部分崩壊。危険度Bと Cの間。天端巨木の影響でズレあり。谷積あり。算木積 (高 )。 露岩の組込。

破損の要因と破損状況
略 図

/修 4k

〕 熟

力〆貿″

▼少オ″餡ドオカみ

9………

一

。m

石垣天端の樹木の影響など
により、ズレがみられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、ヌケがみられる。

施工法等構造上の問題など
により、ハラミがみられ
る。

右変曲点
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石垣番号 ka1 059 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位 その他 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 1.80         下端 2.00

石垣高さ
左 3.35            右 3.80

最高 3.80  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.10           右 010

最高地点 0.10

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ш期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
略 図

芽k

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 ka1 060 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状 鞠
石垣延長 天端 12.60 下端  12.20

石垣高さ
左 0.25           右 0,90

最高 3.87  最高点位置 右 2.00

石垣勾配
左 000      右 α50

最高地点 α30

地盤状況 ・ 平

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・小ハラミ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

次五Ⅲ浄
/vffK太

・石垣天端の樹木の影響など
により、ズレがみられる。

・施工法等構造上の問題など
により、小ハラミがみられ
る。

右変曲点 全景写真 1
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石垣番号 lua1 061 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位
昔
〒 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左|す り付け

石垣延長 天端 595     下端 6.60

石垣高さ
左 004           右 195

最 高 195  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00            右 0.15

最高地点 015

地盤状況 石段前石垣

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・天端石欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 算木積(高 )、 安定している。崩落の危険なし。間詰石のヌケ

破損の要因と破損状況
図

ス玲ん わ́ レ

夙蝶

ム拓れ

現ぢ窃

'レ

レ

ス1=海つんド
ワレ努う
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″ プ`
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'

鰐 デ
澤J″サ鳴 ∇

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、カケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 監n062 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名 1        厩曲輪

石垣部位 その他 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形‖犬

右

一
左

すり付け

すり付け

石垣延長 天端 885          下端 8.85

（ラ　

　

いｏ

石垣高さ
左 030      右 0.22

高 030  最高点位置 左

石垣勾配
左 000            右 0.00

点 000

地盤状況 斜面

割石・切石

打込ハギ・乱積

良好

Ⅲ期

C

石段横の塀下部石垣。安定している。

石材種別

石積工法

石垣現状

構築年代

危 険 度

特記事項

破損の要因と破損状況
図

工宅P lOと。。Xl∝ か̂

Reれ を部たく
●輌ルを

■ドヾ。

右変曲点
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石垣番号 HY1 063 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位 その他 石垣 位置 G宏 当石垣は円内中′開 [に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 4.00     下端 400

石垣高さ
左 070           右 028

最高 0。70  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.15           右 000

最高地点 0.15

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好 。天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 石段横の塀下部石垣。右側天端欠落しているが安定している。

破損の要因と破損状況 ん
合

議寡誅

霊立″。

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1

L
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石垣番号 km_064 1地 区 名 1     小松山城跡 由 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位 その他 石 垣 位 置 骸 当石垣 は円内中心部に在す る )

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 620         下端 6.20

石垣高さ
左 0.00           右 0,70

最高 070  最高点位置 右

石垣勾配
左 000            右 015

最高地点 015

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ш期

危 険 度 C

特記事項 石垣横の塀下部石垣。安定している。

破損の要因と破損状況  剰 略 図

預彬 ,研ゎ党に,ん と

プ
ぷ卜地ぷ融砲
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タ

／
／ザ
‐
郵

全景写真 1
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石垣番号 血 065 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位
工
旱

石 lB位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形1犬

右 1折 (う すい)

左 l kln60ヘ

石垣延長 天端 3080    下端 30.30

石垣高さ
左 α90      右 2.97

最高 酔斃  最高点位置 右 5.40

石垣勾配
左 0.50        右 040

最高地点 042

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ。乱積

石垣現状 ハラミ・ズレ・割レ 。小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 崩落の危険なし。鏡積

破損の要因と破損状況
略 図

攣  ′ソレ.ヌ Iイ

セ
一ク
イ
／

ひ1物

縁
朋

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ハラミがみ
られる。

右変曲点
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石垣番号 klla 066 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        厩曲輪

石垣部位
昔
子 石 垣 位 置 G亥 ゴ石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1折れ(残 )・ 積み出しライン

石垣延長 天端 460     下端 5,30

石垣高さ
左 381           右 5,08

最高 508  最高点位置 右

石垣勾配
左 040            右 0.30

最高地点 0.30

地盤状況 石

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ。乱積

石垣現状 小ハ ラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。比較的大石用いる。算木積 (低)

破損の要因と破損状況
図

9 1 ? 牟 4 舟コ

ラ
‘

ク
ぁ
り

ら笏tl l＼フ三

・施工法等構造上の問題など
により、 小ハラミがみられ
る。

右変曲点 全景写真 1
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石垣番号 kll1 067 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      御膳棚

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′酎 Бに在する)

笏 身を≧

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 纂 0 下 端

石垣高さ
左 2.60           右 2.00

最高 2.60  最高点位置 左

石垣勾配
左 0。15 右

最高地点 015

地盤状況 斜 面

石材種別

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ш期

危 険 度 C

特記事項 前面は石段。間請石のヌケあり。安定している。崩落の危険なし。算木積(高 )。 矢穴あり。

破損の要因と破損状況
図

染kぅ ∽みん(待 銹 切売)

全景写真 1
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石垣番号 kll1 068 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        御膳棚

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左1出角

石垣延長 天端 下端 235

石垣高さ
左 1.86           右 0.00

最高 1.86  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.10           右 000

最高地点 0.10

地盤状況 上 。平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 算木積(高 )、 安定している。崩落の危険なし。矢穴あり

破損の要因と破損状況

衣的 i'子滲海珍1'】第核ηt・ 隠(1ろ

朱knあろ代ん

全景写真 1
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石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

上半部、全体はハラミ出し。20～ 30cmの割石を用いる。間詰石のヌケあり。

略 図

賄素

醜携/Bズ″

天端 245     下端 245

最高 1.25  最高点位置 左 1.10

左 0.10           右 0.10

打込ハギ・舌L積

ズレ・部分崩壊・ハラミ

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ハラミがみ
られる。

全景写真 1
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石垣番号 m070 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        御膳棚

石垣部位
工旱

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 3.00         下端 3.10

石垣高さ
左 175      右 146

最高 175  最高点位置 左

石垣勾配
左 025            右 0.15

F―

最高地点 025

地盤1犬 況 土

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 皿期

危 険 度 C

特記事項 算木積 (高 )。 崩落の危険なし。矢穴あり。

破損の要因と破損状況
図

全景写真 1
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石垣番号 km_071 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        御膳棚

石垣部位
昔
子 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

を を
撚物 甥 驀 ≧

角の形状

右 1出角

左
1入

角

石垣延長 天端 7.95 下端

石垣高さ
左 140        右 2.36

最高 2.30  最高点位置 右

石垣勾配
左 0,25           右 0.23

最高地点 0.23

地盤状況 土

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 lm× 0.5m程 の長手の割石を横に積む。間詰石のヌケあり。算木積(高 )。 矢穴あり。

破損の要因と破損状況
図

十卜であリレそ
Ⅲ́寃Ⅲa▼

213F猛

気文て

閉抒みナ生アケ

全景写真 1 全景写真 2
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石 lE位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

石段前、石垣。大手門の割石を用いる。算木積 (高 )。 間詰石のヌケあり。

略 図

k端ん瓶碁

＼ 災丈 ゅみろ為ろ

鯛境わ 柔ァ,礁 が次モ

5m l

天端  9。25         下端 9,75

打込ハギ・乱積

良好・天端石の欠落

破損の要因と破損状況

。大石の影響などにより、カ
ケがみられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 血 073 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 御膳棚

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 212     下端 2.12

石垣高さ
左 0.34           右 0.30

最高 045  最高点位置 右 0.55

石垣勾配
左 0.00            右 000

最高地点 0.00

地盤状況 土

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

略 図

全景写真 1
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石垣番号 km 074 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 御膳棚

石垣部位
工旱

石 lH位置 (該 普石垣は円内中心部に在する)

多彰を残孝τを=:一三舒 尭
】>´

=て
~~~  =ユ

__、

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け 。km o75か らつづく

石垣延長 天端 10.90    下端 10.80

石垣高さ
左 2.18            右 0.65

最高 2.18  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.30           右 010

最高地点 0.30

地盤状況 土

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱棲

石垣現状 良好・天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 H13年度積み直し 天端欠損。

破損の要因と破損状況

。施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

図

発分練ぁ狼 η監 (

珀A宅系〔ん・tr壱 【ヾ

左変曲点 右変曲点
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石 垣 位 置 G亥当石垣は円内中′酎 卜に在する)

km 0741こ つづく

天端 7.35     下端 740

左 1.97           右 2.18

最高 218  最高点位置 右

左 0.12           右 0.20

打込ハギ・乱積

算木積 (低)。

伐3～ ,、ヶ。均ゎと調ぃも,

破損の要因と破損状況

右変曲点



石垣番号 lala 076 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       御膳棚

石垣部位
一写

石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

篭!蛉

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 3.30         ~F端  385

石垣高さ
左 1.66           右 1.97

最高 197  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.20           右 015

最高地点 0.15

地盤状況 土

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 算木積 (低)。 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

鯵永排
∽ c盛 っ

義煮彰奇経
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全景写真 1
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石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

伐採木積み上げで左端は上面 1石 しか見えず。算木積 (高 )。

略 図

儀承_燕 aa)

天端 5.20         下端 6.20

最高 2.35  最高点位置 右

最高地点 0.30

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kl■1078 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1        御膳棚

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天 端 17.40 下端

石垣高さ
左 2.35           右 2.33

最高 465  最高点位置 右 1.20

石垣勾配
左 0.30           右 0.20

最高地点 0,30

地盤状況 岩・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 下半がうねった状態。算木積 (高 )。 整形の石(lm× o.5)は あまり見られない。縦横同規模の石が多い。05m程
度。飛び出した岩が崩壊した場合、石垣崩落の危険性あり。露岩上に築造かつ、露岩を組込む。

破損の要因と破損状況
図

魁6鳥供し

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレ、ハラミがみら
れる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 lq14 079 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        御膳棚

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (;亥 当石垣は円内中′心部に在する)

角の形状

右 1入角

左
|す

り付け

石垣延長 天端 260         下端 260

石垣高さ
左 040        右 075

最高 075  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00           右 0.10

最高地点 0.10

地盤状況 岩・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ。小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 上部 2石のみ (下はうもれる ?)

破損の要因と破損状況
図

料 狂

匠

9-中
土

`flす

堰 t4t)

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、小ハラミが
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 km_080 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 1      御膳棚

石垣部位 悟 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中 前 【に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 3.00     下端 450

石垣高さ
左 075           右 3.59

最高 359  最高点位置 右

石垣勾配
左 010           右 025

最高地点 0.25

地盤状況 斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 算木積 (低)。 間詰石のヌケ。

破損の要因と破損状況
図

ヨーサーカ

=奉
チ務

右変曲点
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石垣番号 kln 081 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        御膳棚

石垣部位 橿 台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′さ部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 10.50        下端  11.30

石垣高さ
左 3.59      右 411

最高 411  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.25      右 0.35

最高地点 035
llb峰状 押 岩

石材種別 野面石・割石

石積工法 野面積・乱積・打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 右側根石近くに木が一本ある。崩落の危険なし。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
略 図

/齋奪抵k卜
'多

えレユる
rrラミと募ち勢6努

熔りそY7F・ )ヽ

…

字 事 4硫

施工法等構造上の問題など
により、小ハラミがみられ
る。
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左変曲点 右変曲点
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石垣番号 lqa1 082 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪名十        二の丸

石垣部位 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形1犬

右 |す り付け

左1出角

石垣延長 天端 400     下端 420

石垣高さ
左 1.34          右 083
古
回

日
取 1.34  最高点位置 左

石垣勾配
左 0,15 右

最高地点 0.15

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1
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石垣番号 m083 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸

石垣部位
一早

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け 。出角

石垣延長 天端 1.20     下端 142

石垣高さ
左 092            右 1.00

最高 1100  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.12           右 0.12

最高地点 0.12

地盤状況 斜面・石垣85

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・布積

石垣現状 良好 。天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している (上部はかつて土塀 ?)

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′き部に在する)

土砂で隅角部しか見えず、安定している。

略 図

すり付け・土

天端 107     下端 1,70

左 015           右 1.33

133  最高点位置 右

打込ハギ・布積

ヌケ 。天端石の欠落

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 血 085 1地 区 名 1     小松山城跡 由 輪 名 二の丸

石垣部位 郭 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 193     下端 19,3

石垣高さ
左 0.60           右 3.30

最高 548  最高点位置 右 7.80

石垣勾配
左 0.00           右 0.25

最高地点 0.35

地盤状況 斜面 。岩

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハ ラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 安定している。ほ
落の危険あり。

とんど直に積んでいる。上部はかつて塀。現在は崩落の危険ないが、樹木が枯れた場合等、崩

破損の要因と破損状況
図

下
この痢,た汚プメ宏砕孵

・石垣面の樹木の影響などに
より、小ハラミがみられ
る。

右変由点
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石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

全体にうねったようにハラム。積み方は垂直に近い。
成 3年修理。崩落の危険なしだが、左端の木の生長、

上部はかつて塀。はらんだなりに安定。右端昭和58年、平
ハラミ出しの前の木が枯れた場合、崩落の危険あり。

略 図

,ラン資`/trリ イく″筵

0         5         10m

/海 互識的ホ永

/

姦 )彦じ糠偏

すり付イ)・ 85Fζ垣 |こ糸売く

天端 29.20        下端 30.20

491  最高点位置 左 7,70

打込ハギ・乱積・切込ハギ

破損の要因と破損状況

・石垣天端の樹木の影響など
により、 アヽラミがみられ
る。

・石垣前面の樹木の影響など
により、ハラミがみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 h087 1地 区 名 1     小松山城跡 山 輪 名 十       二の丸

石垣部位
古
〒 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′b部に在する)

禦
…
す。

＼

角の形状

右 1出角

左 186石垣にすりつけ。又は入る。

石垣延長 天端 1.60          下端 2.30

石垣高さ
左 0.00           右  170

最高 170  最高点位置 右

石垣勾配
左 000            右 0.20

最高地点 020

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ。苦し積

石垣現状 良好 。天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している (右出角しか見えないが)。 算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
田各 図

/、 7究
な旅永ぬ筋

施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 b088 1地 区 名 1     小松山城跡 由輪名十        二の丸

石垣部位 郭

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 7.90         下端 9.70

石垣高さ
左 498        右 0,73

最高 498  最高点位置 左

石垣勾配
左  0。 12           右 0.12

最高地点 0。12

地盤状況 石垣上 ?

石材種別 割石

石積工法 切込ハギ 。打込ハギ・布積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 算木積 (高)。 布積 (他 と積み方異なる)昭和58年、H3年積み直し (隅角の崩落により)

破損の要因と破損状況
略 図

靖_フ 1■ B荘 雄臨る

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 lQl1 089 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 二の丸

石垣部位

天端 430     下端 10,20

左 0.00           右 0.20

最高 441  最高点位置 左 1.80

左 000            右 000
最高地点 020

石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中′き部に在する)

f>=ダ 十~
lづ

一

角の形状

石垣延長

石垣高さ

石垣勾配

地盤状況 石垣上

割石

打込ハギ・乱積

良好

石材種別

石積工法

石垣現状

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 H13年修理。石垣というより張石 (88,90の入角部の上留

破損の要因と破損状況
図

Hじ 埠魔整為
弩盛像とし乃湖等F偏

H烙 与魔毯臨

漁 えん銚絆猟

0       1       2      3      4      SEI

全景写真 1
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石垣番号 lQaa 090 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪名十        二の丸

石垣部位
古
〒 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

野力姪を
一角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 425     下端

石垣高さ
左 073      右 577

最高 577  最高点位置 右

石垣勾配
左 020           右 0.12

最高地点 0.12

地盤状況 石垣上 ?

石材種別 野面石・割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 H13年修理。算木積 (高 )。

破損の要因と破損状況
図

HD徽瀞し` 式

盈迩(奔な、

経

安つわ

左変曲点 全景写真 1

摩
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石垣番号 lflr1 091 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸

石垣部位
一旱

(該 当石垣は円内中心部に在する)石垣位置

角の形状

右 1出角

左1出角

石垣延長 天端 19,30    下端 21.60

石垣高さ
左 5,89           右 326

最高 6.13  最高点位置 左 1.90

石垣勾配
左 0.30           右 0.32

最高地点 0.30

地盤状況 斜 面

石材種別 野面石・割石

石積工法 野面積・乱積・打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・小ハ ラミ

構築年代 I～ V期

危 険 度 B

特記事項 左はH13年修理。3期 の石垣普請。

破損の要因と破損状況
略

亀え摯
=f駒

ねW帝,索
統ut命彿

瓶 ん 絶 虫々熱 )

3撫 卜1広司駐、

・施工法等構造上の問題など
により、小ハラミがみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kla1 092 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸

石垣部位
古
▼ 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端
１
」 下 端

石垣高さ
左 090           右 2.69

最高 2.69  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00      右 015

最高地点 015

地盤 1犬況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 その他・Ⅲ期

危 険 度 A

特記事項 km91の延長として後世に継ぎ足したもの。03m程度の小石を用いる。安定性に欠ける積み方。露岩の組込。

破損の要因と破損状況
図
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全景写真 1
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石垣番号 km_093 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸

石垣部位

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 5,40        下端 5,70

石垣高さ
左 245 右 2.19

最高 245  最高点位置 左

石垣勾配
左 025           右 005

最高地点 0.25

地盤状況 平坦面 。一部石段

石材種別 野面石・割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 /1ヽ ハラミ・ズ レ

構築年代 Ⅲ期 t渉 づ 5 Ю °´
勘

危 険 度 B

特記事項 比較的大きな石を用いる。特に門部分は鏡石のように巨大な石を用いた鏡積あり。

破損の要因と破損状況
図

輛に、,ミ よ1

獣 望ば、.

た と上■3

億�骸竜1ミ R4宅う)

FA花

9J―     Π

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、小ハラミが
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 kln 094 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸

石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 出角 石段

石垣延長 天端 465     下端 480

石垣高さ
左 2.20           右 0.63

最高 2.20  最高点位置 左

石垣勾配
左 0,05            右 0.00

最高地点 005

地盤状況 土

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
略

仇3～ θ、4(去 8筵 ぅvltttユト珂いろ,
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左変曲点 右変曲点
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